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アウトライン

•LLM-jpのミッション

•LLM-jp安全性WGの活動
• WG定例ミーティング

•データセット作成と公開

•進行中の研究開発

*このスライドには有害・不適切な表現が含まれています*



o2023年5月よりNIIでLLM勉強会(LLM-jp)を主宰
o2024年4月大規模言語モデル研究開発センター(LLMC)を開設
o透明性・信頼性を確保し、オープンかつ日本語に強いLLMの研究開発

LLM-jpからNII-LLMCへ

８つのワークグループ
• コーパス構築WG
• モデル構築WG
• チューニング評価WG
• 安全性WG
• マルチモーダルWG
• 実世界インタラクションWG
• 原理解明WG
• 対話WG

日英MT-Benchにおいて GPT-4oや
Qwen3-8Bを上回る性能



安全性WGの目標

•LLMの安全性確立の仕組み・方法の研究
と共有透明性・信頼性

•安全性データの構築と公開
•安全なLLM実現のための研究開発安全性の実現

•安全性を考え守る研究者コミュニティ
の構築コミュニティ



342人が
WG slackに参加

月に2回の
WG定例会議
第2・4木曜
10:30-11:30



データ作成と研究活動
• AnswerCarefullyデータセット (https://llmc.nii.ac.jp/answercarefully-dataset/)

• なるべく広範なデータを速く集めたい
• Do-Not-Answerの包括的なカテゴリを採用
• 比較的単純な、普通のユーザが思いつきそうな質問をアノテータが作成
• 参考回答の付与 = 評価基準の構築

ACv1 (2024/4/30公開)
• 946件

ACv2 (2024/9/12公開)
• 1,800件
• Ver 2.2では多文化タグを
追加 (2025/5/29)

AC-borderline-v1 
(2026/2/16公開)
• 過剰拒否の評価
• 85件

ACv3(2026/5予定）
• 大分類追加
• 400件

https://github.com/Libr-AI/do-not-answer
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データ作成と研究活動

• 日本語マルチターンJailbreakデータセット
• Xのログから抽出したファクトチェックデータ
セット(JSocialFactとその拡張）

• マルチモーダル安全性データセット
• CBRNEデータセット
• ガードレールの構築



情報交換の場としてのLLM-jp
• JAI-TrustプロジェクトもLLM-jp安全性WG主催の「LLMの安全
性シンポジウム2025」がきっかけ

•今後も研究開発のみならず情報交換の場としてLLM-jpをご活用
ください！ https://llm-jp.nii.ac.jp/
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